
浮はえ縄漁業：投餌機（餌付き枝縄投入機）と投縄機（幹縄投入機）

図1　作動中の投餌機

Gyrocast社製の投餌機は高度な設計技術の下に製造され

ており、製造費も高くついた。それにも関わらず、浮はえ縄

漁業での普及は進んでいった（Brothers et al., 1999）。

まもなく、他社製の安価な投餌機が市場に売り出されるよ

うになり、業界にも受け入れられていった。残念ながらこれ

ら新製品は、労働を節約する効果しかなく、海鳥の混獲を

防ぐ能力はなかった。この新しい投餌機は、主に枝縄を伸

ばし、からまりを減らす効能があったために使われたにす

ぎない。釣針が投入される方向や距離のコントロールがき

かず、投入時にできる円弧により吹き流し縄とのからまりを

おこしたり、吹き流し縄が保護できる範囲を超えて釣針が

沈む等、様 な々問題が発生した。

海鳥の混獲を削減する効果

理論的には、投餌機は下記のように漁業の効率をあげる。

•	 枝縄のからまりを減らす

•	 プロペラによる乱水流を避けることで、餌の損失を防ぐ

•	 釣針を吹き流し縄下の好位置に投入することができ、海

鳥による餌の損失を減らす

初期のGyrocast社製投餌機を使った実験では、餌が常に

吹き流し縄の直下に沈みさえすれば、海鳥による餌の損失

を著しく減少させた（Brothers et al., 1999a）。前述した通

り、後に開発されたモデルでは、特に距離の制御ができな

いなど、海鳥の混獲削減に不可欠な機能が備わっていな

い。現在のところ、この最新モデルの効果を定量的に測定

したデータは十分とはいえない。

混獲回避措置の更なる進展を目指して

Gyrocast 社製の最初の装置は、海鳥の混獲を減らす一助

として大きな期待を寄せられたものだったが、今はもう製造

されていない。現在、普及している投餌機は漁業効率を高

める目的で設計されており、海鳥の混獲軽減措置とはいえ

ない。
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混獲軽減措置に関する実際的な情報

投餌機（餌付き枝縄投入機）と投縄機（幹縄投入機）

は、漁業経営や操作上の効率を高めるために使用され

てきたが、効果的な海鳥の混獲軽減措置とも考えられて

いる。しかし、こうした効果を実証する経験的証拠はな

い。この概況報告書は、漁業効率を高めながら、一方で

海鳥の混獲の増加は招かないことを目的として、投餌機

と投縄機の使用に関する技術的な問題をまとめたもの

である。

ベイトキャスターとは何か?

BCM (Bait Casting Machine) とも呼ばれる投餌機（餌付

き枝縄投入機）は、油圧で、浮はえ縄の投縄中に餌の付い

た釣針を自動的に投入する装置である。（この装置の開発

前、釣針は手でひとつひとつ投入されていた）。投餌機は、

沖合いにおける浮はえ縄漁業で使用されており、投縄の

過程において不可欠なものである。Gyrocast Pty社が開発

した初期の投餌機は、漁業の効率を高めたが、正しく使用

されれば海鳥の混獲を減らすことも見込まれていた。この

投餌機は、5秒の周期、可変パワーコントロール、23mに達

する釣針投入機能、右舷･左舷を切り替える方向コントロー

ル、それに漁船の動きを吸収するジンバルマウント（継ぎ手

の台）等を備えていた（Brothers et al., 1999）。こうした性能

のおかげで、漁業者は強風下でも吹き流し縄の下に餌の付

いた釣針を設置することができ、海鳥による餌の損失や混

獲を防ぐのに役立っていた。



潜在的な問題とその解決

現在使われている装置は、餌を投入する際の力を制御する

ことができない。その結果、投縄中に縄による円弧が発生

し、吹き流し縄とからまったり、餌が吹き流し縄をはるかに

超えた地点に沈んだりする。釣針を投入する距離と方向の

調整能力は、投餌機にとって決定的に重要な性能であり、

今後この装置が海鳥の混獲軽減措置として役立つために

は、必ず備えられていなければならないものである。

投餌機を、漁業効率を高める目的で利用する場合でも、下

記の混獲軽減措置との併用が推奨されている。

•	 吹き流し縄（概況報告書7）

•	 加重枝縄（概況報告書8）

今後の研究課題

現段階では、これ以上の研究は必要ないと思われる。前述

した通り、次の段階として決定的に重要なのは、餌投入時

における力の制御装置（可変パワーコントロール）を備えた

投餌機を製造し、餌の付いた釣針が常に吹き流し縄に保

護された範囲内に沈むようにすることである。

浮はえ縄漁業の投縄機（幹縄投入機）

投縄機とは何か?

投縄機とは、油圧を動力として自動的に幹縄を投入するも

ので、漁船が前進する速度よりも早く幹縄を投入するため、

縄の張りを防ぐことができる。このため、通常は船尾から最

大30m離れた距離に沈む幹縄を、船尾の直下で投入するこ

とができる。これまでの実験では、幹縄の張り具合いの変

化が餌の付いた釣針の沈降速度を左右し、その結果、海鳥

の混獲の危険にも影響することが確認されている。

海鳥の混獲を減らす効果

オーストリラリアのマグロ漁業で行われた研究によると、投

縄機を使い、幹縄に張りをもたせずに緩やかなままで投入

した場合の釣針の沈降速度は、この装置を使わずに投入
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された幹縄の餌付き針に比べて、遅くなった（Robertson et 
al., 2010）。プロペラによる乱流で張りのない幹縄の沈降速

度が低下し、その結果、餌の付いた釣針の沈降速度も下が

ったというのが、最もありそうな理由である。海鳥への影響

を調べる実験が必要だが、この結果からは、投縄機を利用

した場合、投縄中の海鳥への危険は減るのではなく増える

と考えられる。実際に漁が行われている間、ゆるい幹縄に

付けられた釣針は、投縄機なしで投入された釣針に比べて

より深く沈むようだ。潜水性の海鳥にとって餌獲得が容易

になるか否かに影響を与える可能性がある。しかし、これま

での調査や実験の結果では、海鳥と釣針との主要な相互作

用（すべてではないが）は、釣針が海面からまさに沈まんと

するとき、つまり投縄の直後に起きることが示されている。

反証が出てくるまでは、海鳥が釣針にさらされる危険が、

投縄機により少なくなるとするべきではない。

最適な実施方法についての勧告

投縄機は、混獲軽減措置とみなすべきではない 
(Robertson et al. in press)。

投縄機を漁業の効率を増やすために使用する場合、下

記のような一連の混獲軽減措置を併用しなければならな

い。

•	 吹き流し縄（概況報告書7）と加重枝縄（概況報告書8）

•	 夜間投縄（概況報告書5）
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